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『巴里評論』(the"P""sRez)jez"")から派遣されてきた若い記者RichardGoldstone
にThorntorWilder自身が語った所によれば,1)彼がその全ての作品を通じて追求してい
る問題，換言すれば,彼の文学の中核をなしている理念は,第一にはGGanefforttofindthe
dignityinthetrivialofourdailylife…andthevalidityofeachindividual'sexnotion''
であり，第二には6@love''である。この中第一の理念をライトモチー フとするものにGCThe
LongChristmasDinnerandOtherPlaysinOneAct''(1931)とqGOurTown''
(1938）があり，更にこのテー マと密接に関連して，人生肯定の積極的な立場から，自己
の使命を輝かしい明日の文化の建設の中に見出そうとするアメリカ魂を力説したものに
"TheCabala"(1926),"Heaven'sMyDestination"(1935),及び4@rheSkmofCur
うち
Teeth"(1945)の諸作がある｡2)私はこの小論において,Wilderが自己の裡の相反する
二つの傾向を巧みに止揚しながら如上の人生観に到達したことを，主として!lThe
Cabala''とU<Heaven'sMyDestination''の二作に拠りながら明らかにしたいと思う。
もっとも彼の作品に拠るということは，彼の作品中の登場人物を語るということであって
必ずしも作者であるWilderその人を語ることではないかも識れない。然しながらMalcolnl
Cowleyの説く如くに,3)小説がその作者の内心の秘密を探求したものと考えられるなら
ば,作品全体の趣意の中にその作家の世界観なり人生観を認めたり,場合によってはその主
要な作中人物の中に作家自身の投影を見出すこともあり得る訳である。私はWilderの経歴
や彼自身の告白などを随処に織り込みながら，この作家の投影ともみられる作中の人物を
語ることによって，一つのThorntonWilder像を描き出してみたいと思う。
66TheLongChristmasDinner''の中で，クリスマスの日にGeneviveが父Roderick
こめかみくちづけ
の頴頴に接吻しながら環く言葉
6@1t'sglorious.Everylasttwigiswrappedaroundwithice・Youalrnost
neverseethat."4)
は,彼女の母Luciaが昔同じクリスマス･ディナー の席で洩らした言葉そのままであったし，
あに』.め
叉後年同じ様な場面で彼女の艘Leonoraの口から洩れる言葉ともなるのであった。幼い
1)SeeWｳ'"eγsatZ"Oγ片:T"ePαγjsRe〃jg加肋ｵe7'"je"S,ed.byMalcolmCowley(Seckerand
Warburg,London,1958),pp､103-105.
2）猶第二の理念Clove'を主題とするものに"TheBridgeofSanLuisRey''(1927)と6GTheWoman
ofAndros"(1930)があり，更に第一の理念と第二の理念の両者をテー マとするものに64Theldes
ofMarch''(1948)があるが，これらの作品に就ては本論では触れないことにする。
3)SeeMalcOlmCowley,肋かod"c"o"to0$Wｼ"eγsatWbγﾙ'',P､17.
4)T"eLo"gC〃航ff@"sD加泥e7inGGT"eLO7@gC〃γist""sD""eγα"dα"eγP/αysi"O"eAct''
(HarPerandRow,NewYork),p、10.See"d.,p.3andP.13.
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そしてこの傾向を極端に押し進める時，当面する現実に積極的に働きかけることを
忘れて，現実に背中を向け，ひたすら過去にのみ生きようとするGCTheCabala''のJames
Blairの如き人物を生み勝ちであることは，見易い道理であろう。諸聖人の事績を深く究め
ながら，彼等の魂を領した信仰の問題に少しも思いを致さない学者もあれば，ミケランジ
ェロに就ては知らぬことなしといった博識を所有しながら，逐に彼の作品の美に塁惑され
ることもなく一生を終える研究者もなしとしない。考古学者JamesBlairも正にそのよう
な人間であった。JuliusCaesarをめぐる女性群像に関心を寄せ，彼女等の研究に幾週間
も日夜をわかたず没倒することは出来ても，その魅力において，その美しさにおいて，こ
れらの古代の貴婦人達に一歩も遜る所のない現代のローマの淑女達の集いには，彼はどう
しても顔を出す気持にはなれなかったのである。彼にとって美しいもの，彼の興味の対象
となり得るものは,ひとり過去のものだけであって,どんな美人であろうとも，現実の女性
の顔の中に彼は唯醜い毛穴や目尻の小雛しか見出すことの出来ぬ哀れな男であった。この
ような男に思いを寄せなければならなかったことが，そもそもAlixd'Espoliの不幸な命
運だった訳で，この美しい貴婦人の恋は頭初から悲劇たるべく予定されていたと言わなけ
ればなるまい。
しかしながら，若し我々が日々の生活を真剣に生き，より高い明日の文化を築き上
げてゆこうと努めるならば，我々 はこのBlairの逃避主義からは何物も学び取ることは出
来ないであろう｡WilderもSamuele-@theCabala'8)の貴人達からこの名で呼ばれてい
るアメリカの青年で,この小説の語り手でもある一をしてR1airを手厳しく非難させること
によって，彼の意のある所を我々 に暗々 裡に示している訳であるが，このSarnueleがイタ
リアの貴公子Marcantonioの非行を責める言葉には，冷やかな憎悪と共に，悪を糾弾する
にあたっては情容赦を知らないピューリタン特有の烈火の情熱が宿っていたという一条に
逢会する時,我/々 はWilderが持つもう一つの面を想起するのである。
チーフー
作家の父AmosP.Wilderは総領事として中国に在任中，幼きThorntonを芝呆の
ミッション・スクールに送り，そこで最初の学校教育を受けさせた｡そして濃厚な宗教的雰
囲気に包まれた学生生活という情況は,Thorntonが後に本国に帰りOberlinCollegeに入
学してからも変ることがなかったという事である。9)MalcolmCowleyによれば,10)こ
の作家の父は極めて厳格なCalvinistであり，五人の子供のすべてに義務の念を植えつけ,そ
の一人一人に最も相応しい価値ある職業を択んでやった。作家の兄Arnosはこのようにし
て神学者となったのであり，早くから教職に就くべく予定されていたThorntonをロー マ
から呼び戻して,Laurencevilleの男子高校のフランス語の教師の地位に就かせたのもこ
8）このイタリア語のCa伽Jαは英語の@cabal'にあたり,一味徒党を意味する。この小説ではロー マの
上流階級の人々からこの名を以て称ばれている，極めて復古的な思想を持つ貴人達を指している。
9)W)'"eγs"tWoγ々 'P.95.
10)M.Cowley,I""O"C"O"to@@AT"Oγ犯われW"de7T"0,''PP.2and3.
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の父の働きであった｡家庭にあっても学校にあっても，このように敬戻にして嚴格な宗教的
雰囲気に包まれて育てられ人となったThorntonWilderに,JamesBlairとは全く対蹴的
な性格の持主,C6Heaven'sMyDestinaton''の主人公GeorgeBrush的一面があるとして
もさして驚くにはあたらないのである。
06DidtheyoungThorntonWilderresernbleBrush…?''
ためら 1）
というGoldstoneの質問に,作家は跨跨うことなく直ちに@(Veryrnuchso.''と答えている。
教科書の地方販売員として旅廻りを続けるGeorgeBrushは，商売の点ではなか
なかの遣り手で,1930年代の深刻な不況時代にあっても絶えず昇給を続けてゆくといった
一面を持ちながら，反面,狂信的なバプティストで,時と所とを弁えずに，他人に自分の宗
教的信念の押売りをするといった粗野な神経の持主でもあった｡23回目の誕生日を迎える
少し前，商用での旅でプルマンカー @4Quarritch''の車中で，莨をのんでいる婦人を見かけ
ると，彼女が席をはずしたすぎに
@6Womenwhosmokeareunfittobemothers.''
と鉛筆で書きなく,った名刺を彼女の席に置いてみたり，同じ列車の喫煙室で寛いでいる一
旅行者に唐突に信仰の問題を説きだして，その相手を怒らせた許りではない，せっかく和
気藷々 としていた同室の空気を途端に緊張した不愉快なものに変えてしまったのである。
Brushにとって女性の喫煙は許し難い悪習であったから，これを答めることは即ち善であ
り，不快な気持を味わうに相違ない相手の女性に対する思い遣りなど薬にする程も持合せ
ていなかった。内心の困惑を押えかねて落着かぬその婦人の様子を，彼は平然として凝視
することが出来たのである。魂の救いが人生の最大事である以上，それは他のすべての問
題に優先しなければならないのに，唐突にこの問題を切り出されて，立腹する一紳士の態
度は,Brushの目には唯神を怖れぬ所業としか映じなかったかも識れない。このような
Brushであればこそ，会社側のいかなる命令にもかかわらず日曜日の執務を拒み続けられ
たのであり，日曜日の商談に間に合わせようとして，日曜に汽車やバスを利用して目的地
まで赴くといったことを決してしないで済ますことが出来たのであった。万巳むを得ざる
時は，日曜日に遠い距離をてくてく歩いて行ったり，ヒッチノ､イクの旅を行なったのであ
る。何故なら日曜の執務が自らの安息日を破ることになるばかりではない，その日に公共
の乗り物を利用することは，その車の乗員達の教会詣でを妨げることにも通ずるであろう
から。たとえBrush一人が乗車を控えたとしても，それらの車が依然として動いているこ
とに変りはないのだから，という会社側の説得はこの頑冥不霊なバプティストの上には何
等の效果も納めなかったのである。Arrninaの銀行にある自分の口座を閉じて，預金のす
べてを引き出しながら，利息の受け取りを飽くまでも拒否して銀行側を狼狽せしめた行為
も,Ozarksvilleの雑貨店で女主人と雑談中，關入してきた弱虫強盗に自分の所持金を進
んで与えた許りではない,店の金の匿し場所一これはBrushを信用した女主人Mrs.Efrim
11)Wケ伽γs"Woγ々 ,p.95.

ー7 0日南田一男
みずかうも
て自らの裡の何かが間違っているに違いないというBrushの自覚は，彼を導いて幾多の困
難な障碍を乗り越えしめ，逐には彼をより心の広く豊な，しかも真蟄なプロテスタントへ
と変貌せしめるのであった。
LouieはBrushにこう語った。
G6You'lllearnintime・Iguessyou'llfmdyourplaceintime,see?''14)
WacoからDallasへ向う汽車の中で，嘗ての彼自身と全く同じように出し抜けに宗教問答
を吹きかけてきたDr.Bigelowなる人物から,Brushはこのような遣り方が少しも良き效
果を生まず，唯相手に反溌を感じさせるだけであることを，身を以て験したのである。
Ozarksvilleでの裁判が終って釈放されたBrUshに，判事Carberry氏は次のような忠告を
与えたのである。
@dWell,boy.…I'manoldfool,youknow…intheroutine,intheroutine.
･･･GosIoz",gosﾉ0z"・Seewhatlmean？Idon，tliketothinkofyou
gettingintoanyunnecessarytrouble.…T"g〃"､α〃γαcgis力γg”sｵ"が".･･･
Doesn'tdoanygoodtoinsult'm・Gog""〃αﾉ．Seewhatlmean?''15)
Brushがこの親切な判事の忠言をどう受取ったかは,OzarksvilleからKansasCityへ向う
途中,図らずも出逢った強盗Hawkmsとの交渉が，これを雄弁に物語っているであろう。
Mrs.Efrimの店で強盗を働いたHawkinsは，深夜OzarksvilleからKansasCityへ通ずる
道路をひた走る一台の自動車を認め，これを奪い取ろうと計画したのであった。しかし車
を止めて中に乗り込んだ所,その車に乗っていた二人の中,一人はあの雑貨店で彼には全く
不可解な行動を取ったBrushに他ならなかったから,心落ち着かず,車外に遁れ出ようとし
て窓ガラスを叩き割ると,Brushは矢庭に彼の頭をしたたかに殴りつけ，
44Sitdowntherequiet,Hawkms.，，
と怒鳴ったのであった。この行為はガンジー の所謂@ahimsa'の訓えを信奉し，自ら平和
主義者を以て任じているBrushの主義に反する屯のではないか｡車に同乗していたGeorge
Burkinのこの当然の疑問に対して，彼はこう釈明するのであった。
6GTheBiblesaysthatifamandoessomethingbadtoyou,yououghtto
givehimthechancetodomorebadtoyou,likegivinghimyourother
cheektoslap・That'sintheSermonontheMount・Butla伽αysthought
thatoughttobechangedalittle.Ifyoudopuregoodtoamanthat's
harmedyouthatsharneshimtoornuch・Nomanissobadthatyououg批
todojustalittlebitofbadinreturn,sohecankeephisself-respect・Do
yOuseewhatlmean?''16)
これが彼の常日頃からの考えであったかどうかは今は問題にならない。この時点で，
14)He(z"e"'sMyDest"2α"0",p.98.
15)"d.,P､153.イタリック筆者。
16)"d.,P､157.イタリック筆者。
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Hawkinsの心事に立ち入り，自分の好意を相手に受け容れ易い形で示し得たということは，
従来の彼の遣り方からは確に一歩の前進であった。どんな善い意図から発する行為であっ
ても，それが相手の性情への理解を欠き，性急に行われる場合には容易に良果を産み得ま
い。熱心な基督者でさえ，仲々に神の訓えを守りかねる人間の現実を忘れてはならないの
である。結婚生活も破局に瀕して，自分の理想とした@Arnericanhorne'建設の夢も今脆
くも崩れゆこうとしているのを目撃しながら，沈む心を懐いて商用の旅に出ようとする
Brushに,Robertaの姉Lottieは口許に微かな笑みを浮べながらこう慰めるのであった。
G4Nobody'sstrongenoughtoliveuptotherules・Iguesswe'reallallowed
anexceptiononceinawhile."17)
Brushは暗い駅の附近を熱病者の如く歩き過り，とある一軒の店に入ってパイプ°と莨を買
い求めた。これ迄一度も莨を口にしたことのない彼が，今この新な買物を携えて汽車に乗
り込み，彼の心を悩まし続けている幾多の問題を，従来とは異った新な角度からもう一度
眺めてみようとしているのであった。
JohnRaleighはその興味深い『GeorgeBrush論』で次のように結論している。
<6ButBrushnlustcontinuehisquixotic,Baptistways,onlyrnodifiedtothe
extentthatattheveryendhe,inthebeginninganardentanti-evolutionist,
shouldbelastheardofaSgoingtohelpputthroughcollegeawaitress
whoreadDarwin'sT"eC""seo/ｵ〃"Be"gfe'',inhersparetime．Heis
方"α/〃Pγofes〃"＃〃zα〃〃j""@p〃"ｫ,s"g〃な〃6gγα"z".''18)
まことに@CHeaven'sMyDestmation''の一篇は,GeorgeBrushなる一アメリカ青年の
精神の生長過程を描いた教養小説(Bj〃""gs"0加α"）であり，その作意においては極め
て真面目なものを蔵しながら，それが何故みらるる通りのcolnicな筆致で描出されなけれ
ばならなかったのであろうか。Wilderによれば,19)それは彼の心の中に宿っていて,彼を
悩まし叉彼がそれから脱出し卒業しようとしているもの，或は彼が再び形成し直そうとし
ているもの，を分析し，考量し，明確にする為であったのである｡Wilderは，漸くにし
てそこから脱出し卒業しようとしていた自らの中の一傾向をGeorgeBrushの画像に描き
込むことによって,そのような傾向を養い育てた彼の父Arnosや彼の母校OberlinCollege
から独立を宣言した，と言うことが出来るかも識れない。
我々 はこのGeorgeBrushが精神的に生長した姿を@dTheCabala''のSamueleの中
17)Hｾα"e"'sMj)Des""α"o",P、178.
18)JohnRaleigh,T"eA"eriC""Q鰄兀ote:GeorgeBγ"S",prefixedasintroductionto44Hbα〃e"S
MyDes""α"o",''P､12.
19)Wγ"eγsatWoγ々,P､95.
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に見出すことが出来るであろう。20)BrushはRobertaに次のように言ったことがある。
0@Iknowl'rnkindoffunnyinsomeways,butthat'sonlytheseearlier
yearswhenl'rntryingtothinkthingsout・Bythetirnel'mthirtyall
thatkindofthingwillbeclearertorne,･･､andit'llallbesettled."21)
Sarnueleがその本質においてGeorgeBrushと同じ真蟄な清教徒であったことは，彼の
Marcantonioとの交渉の中に最も明瞭に現れているのであるが，しかし彼はBrushと全く
同類の人間であった訳ではない。合衆国の中西部しか知らず，ニューヨークの街もみたこ
とのないBrush,昔大学で教師から英文学最大の傑作ときかざれたf4KingLear''を十度繰
返し読んでも逐にその美を感得し得なかったBrush,とは異って,Sanlueleはその美的感
あこが
覚において遙に洗練されたアメリカ人であり，歴史と伝統を誇るヨーロッパに憧瞭れてそ
の土に歩を印している男であった。その彼が不図したきっかけでMarcantonioの母親と
Vaini神父とからこの貴公子の教導を依頼されたのであるが，彼は貴公子の放蕩を慨く
Vaini神父の口吻に何か真面目ならざるものを感じたのである。彼は歯に衣を着せること
なく，短刀直入に，神父自身節制の徳を信じていないのでなはいか，と切り出した所二三
の押し問答の末，神父は
G6But,afterall,z"eαγej〃肋e”0γ〃."22)
と言って彼の鋭鋒を巧みにかわしてしまったのである。彼はこの神父の言葉に思わず失笑
したのである。この一語で彼はイタリアの，そしてヨーロッパの，すべてを理解し得たよ
うに思ったからである。
@(Nevertotrytodoanythingagainstthebentofhurnannature､23)
これがヨーロッパを支配する精神であり，それに対して，彼は飽く迄もこれとは正反対の
原理によって支配されている新世界アメリカの人間であったことは，彼の心中での咳きが
判然と物語っているであろう。しかもこの彼の笑は狭量なGeorgeBrushからは到底聞け
ぬものであると同時に，古いヨー ロッノメの文明に酔い痴れ，故国との精神的絆を断ち切っ
て，ヨーロッパの都市から都市へと流浪の旅を続けているアメリカの知性人-James
BIairこそはかかる精神的亡命者の一人であり，叉この主題はHenryJames以来数多くの
アメリカの文学者達の作品に登場する訳である－の口からも聞くことを得ぬ笑でもあった
ろう。
20)@4TheCabala''が46Heaven'sMyDestination''より9年も前の作品であるということは，ここでは余
り問題にならない。何故なら@6Heaven'sMyDestination''においてGeorgeBmSh的なものからの脱
皮が完成したというだけであって，脱皮への志向は$lTheCabala"のSamueleの中に既に表現され
ていた,と考えることが出来るからである｡猶Wilderと親交のあるGlenwayWescottもこのSamuele
を@theWilder-likeyoungishAmerican'とよんでいる｡SeeGlenwayWesCott,Tα腕S”"〃
T伽γ"われWIﾉ〃γinl@Iw"zgesqfTγ"t〃'(HalperColophonBooks),p、246.
21)Hもα〃e"'sJI"yDes"〃α"o",P.173.
22)T"eC"""(Longmans,London),p.68.
23)"d.,p.68.
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過去の遺産にのみ頼って生きようとする所に輝かしい未来が明けゆくことは恐らくあ
るまい。現在に生きることを知らず,唯過ぎしもの,亡びしものの美しか追求しようとしな
いBlairの生き方からは決して未来の文化の誕生を望むことは出来ないのである｡一時はさ
しも固い団結を誇った"theCabala''が，次から次ﾊ､と脆くも瓦解し去った事実の中に,我
々は作者の無言の批判を汲み取らなければならないであろう。Sarnueleは憧れのヨーロッ
パに快別して,アメリカに還る決意を固めた｡ナポリ湾上に碇泊する船一それは一夜明けれ
ばアメリカに向って出航する予定であった－の甲板に立ち，ヨーロッパとの別れを惜しむ
Sarnueleの前に何処からともなく姿をみせた詩聖Virgilの亡霊は,こう語ったのであった。
6CKnow,importunatebarbarian,thatlspentmywholelifetimeunderagreat
､delusion－－thatRomeandthehouseofAugustuswereeternal・Nothingis
eternalsaveHeaven・RomesexistedbeforeRome,andwhenRomewillbe
awastetherewillbeRomesafterher.Seekoutsomecitythatisyoung.
T"esec""jsro"zα舵αc卿〃0オγestj〃〃.,,24)
この言葉を遣してVirgilの亡霊は,嘗ってDanteの導師として地獄界を遍歴したVirgilの亡
霊は，その姿を星空に掻き消し，後には唯新世界をめざして出航しようとする船の機関の
皷動だけが力強く聞えるのであった。
明日の文化を担うアメリカーこの思想をWilderはGertrudeSteinから学んだ，と
RexBurbankは説くのであるが,25)その真偽は今は問わない。さて今日を真剣に生き抜
く以外に明日の文化の建設はあと得ないとして，その今日の現実を成り立たしめているも
のがC$OurTown"の第一幕に描かれているような何の変哲もない平凡な生活そのものであ
るとしたならば一GeorgeBrushの理想であったCArnericanhorne'の生態も，この戯曲中
のGibbs及びWebb両家の家庭生活と大きな相違をみせるものでは恐らくはないであろう
－我々はそのような日常生活の中にこそ真実な価値と高い意義とを見出さなければなるま
い。毎日の生活の中の墳事が決して墳事に留まるものではないことを知って，現在の一瞬
一瞬を愛を以て力強く生きてゆく時，我々がその一瞬々/々に味わう哀歓は，幾千幾百万の
同種の喜びや悲しみから独立して，独自の価値と意義を持つに至ることを力説したものが
名作40OurTown''であることは拙稿『ThorntonWilder論』（『英語青年』1964年2月号
所載）で既にのべた通りであるが,WalterTritschの報ずる所によれば,1931年ベルリ
ンを訪れたWilderは彼にこう語ったということである。
‘‘…therealAmericanismthatwillbeimportantinthefutureisbeliefinthe
significanceandevenintheconcealedirnplicationsofeveryevent.…Justto
thinkofwhatitmeanstoeveryAmericantobelievehimselfpermanently,
24)T"eC"6"J",Pp、186andl87.イタリック筆者。
25)RexBurbank,T"O"ztO"W"""(TwaynePubliShers,Inc.,NewYork,1961),pp.82-84.
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directly,andresponsiblyboundtoworlddestiny・Thesignificancethatthis
beliefimpartstothesimplestdealingsandsmplesteventsseemstomethe
beginnmgofallachievement.Suchatrendprecedesallgreatcultures.''26)
RexBurbankは"TkeWomanofAndros''(1930)を失敗作であると断じ，その
失敗である所以を次の如く述べている。
@4WhatT"Wり”α〃0'A"〃oshadhadlackedmorethananythingelsewas
aneffectiveandconcreteantagonisttoitsmaincharacterstogivedramatic
tensionandexpressiontothisinnerconflicts・,,27)
若しこの論法を逆用することが許されるならば,@GOurTown''をして成功作たらしめてい
るものは,作者の内奥に潜む二つの傾向-JamesBlair的なものとGeorgeBrush的なもの
－の葛藤から自然に生ずるdranlatictensionの存在にあるということが出来るであろう。
この戯曲の全篇をundertoneとなって包んでいるB1air的雰囲気の中で,GroversCorners
ふたまく
の市民達が無自覚に送る毎日の生活を描いている最初の二幕と，そのような生き方を否定
し，現在の一瞬々々を真剣に生き，その一瞬の持つ重みを心ゆくまで味解すべきことを訓
えている終幕との対立が強烈な緊張感を生み出し，この戯曲を覧る者或は読む者の上に深
い感銘を与えずにはおかないのである｡笙を喪失して初めて勘意義に目醒めた死者
Emilyの
"Butjustforamomentnowwe'realltogether.Mama,justforamoment
we'rehappy.Let'slookatoneanother・,,28)
おのずか
という叫びがあの哀切な響を宿しているのも，この緊張感の自らなる所産と言うことが出
来るであろう。
さて上に述べてきた二つの傾向のうち，いずれがWilderにあってはより根源的な
ものであるのか，換言すれば,JamesBlairとGeorgeBrushの二人のうち，いずれがよ
り多く作家の本質を写し出しているのか，この疑問にはWilder自身と錐も容易に答えか
ねることであろうが，それはそれとして，この作家が少壮時の作品@GTheCabala''の
Sarnueleと，円熟期の作品d4TheldesofMarch"(1948)のJuliusCaesarの中に,これ
らの二つの傾向を止揚して，自らがゆきつきたいと念願し，叉その願いを或る程度実現し
てきた，人間像を描き出していると主張しても大きく誤ることはまずない筈である。
26)WalterTritsch,T"Oγ泥加九W"deγ如馳"伽,"TheLivingAge''(SeP.,1931),citedin
RexBurbank,妙．c〃.'P､63.
27)RexBurbank,妙．c".,P.72.
28)O"TOz()",ed・byT・Matsumura(KenkyuSha,Tokyo),p.106.
